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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

　・明日開催予定の青仁会祭りは、雨がふっても行う予定です。

　屋台は南病棟Bホールで行ないます。Bユニットの患者様はCDユニットへ移動となります。詳しい事は、印刷されてありますので、各自、確認しておいて下さい。

· 11月13日・15日インフルエンザの予防接種を予定しています。薬の準備の為、10/17日までに患者様本人と御家族様に説明・連絡をして受けるか、確認して下さい。問診表を書いて頂かなければなりません。10/31日までに書いて頂く様にお願いいたします。御家族様連絡時の対応についての方法が書かれた物があります。一度読んでから連絡お願いいたします。

＜患者様連絡事項＞

· 笹山　吉郎様～定期血液検査データーで、白血球2800と低値となり悪化していますので感染予防に努めましょう。特に食事時むせ込みあり肺炎になりやすい患者様ですので、肺炎症状に注意しましょう。症状ある時は早めに対応しましょう。

· 上田　正男様～発熱あり、かぜ薬処方となっていましたが、症状軽減された為飲み切り中止となりました。かぜ症状、全身状態の観察をしましょう。

· 森　エツ様～顔面・両下肢浮腫持続し利尿剤・カリウム補助剤が継続処方となっています。バイタル測定をし・尿量・水分摂取状況・全身状態の観察をしていきましょう。

　

　　

＜回想法報告＞

　テーマ「10月の行事確認」

　　　体育の日、秋祭りから運動会の思い出や秋祭りで食べたい物について話を広げています。10月９日が郵便の日という事で、手紙を出したりもらったりした思い出についても話をしていただいています。

· 小山　正好様～　途中からCユニットホールでウォーキングを始めています。声掛けしても聞こえない様子で歩き回っています。再度声掛けし、別の場所に移動しています。

· 谷内　愛子様～　小山様に対して「あっち行け」「落ち着いた話が出来ない」と強い口調で話されています。小山様が退出後は落ち着いて話をする事が出来ています。

· 榊　八重子様～　他患者様から声を掛けられ参加しています。開始前は「これは何時までですか」と何度も確認されています。セッション中は穏やかに参加する事ができていますが、途中退席しています。

· 久保田　トミエ様～他患者様に誘われて参加しています。運動会の思い出について「走るのが速かった」と表情良く話されています。

· 鈴木　サダ様～　眠気強い様子で椅子にもたれかかる様子ありますが発言は積極的です。外を通る人が気になり、ずっと見ていることがあります。

· 10月12日はスタッフの都合により、１回休みとなります。患者様との関わりの中で日付や最近の出来事などについて話す機会をつくって頂ければと思います。

＜生活機能回復訓練＞

· 榊　八重子様～確認の多さ、気分変動見られ、時に怒りだす事あります。プログラムでは身体不調を訴え途中退席する事が度々ありますが、すぐに戻って来たりと安定しません。また他者に行動指摘されるとすぐ怒りだすことあり、トラブルに注意して介入しましょう。

· 田端　玲子様～気分高めとなっており、ドリルや絵等、次々と要求してくる事あります。以前渡してある物が終わっている事を確認して終了してから渡し、中途半端にならないようにしています。プログラムには集中して参加できており経過観察しています。

· 上田　正男様～RO法で前日のニュースを書いてもらうと、「室内に物を盗る人がいて困っている、何とかしてほしい。」と書かれています。前回も同じような内容を書かれています。イライラの原因となっている事を考えられる為、他者とのトラブルに注意が必要だと思います。

· 河村　勝男様～臥床して声掛けに反応しなかったり妄想発言聞かれ、不穏となったりする事あり、日によって気分の波があります。調子の良い時は穏やかに参加できています。不機嫌さある時は、時間をおいて声掛けなど行い、状態に合わせて対応していきましょう。

· 山内　公博様～声掛けに表情の硬さ見られることがあります。他者に対して、イライラした様子で話されている事もあります。不調やイライラに関して、話を傾聴し対応していきましょう。

· 村井　八郎様～プログラム参加を促すと、拒否無く参加できています。表情も穏やかで、興味を持つ事できています。声掛けが無ければ参加せず、歩き回っている為、継続して声掛けしていきましょう。

· 田中　清様～Dユニットへ移動しています。以前よりプログラム参加できています。自ら「手が動かなくなった」と話されており、上肢の運動と下肢の運動を行う様に伝えると、納得され行っています。残存機能を維持できるように、介入しています。必要なことは介入し、出来ない事は安全を考えて見守りしていきましょう。

　　　　

